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【諮問理由】

水質汚濁防止法第４条の３第１項の規定による総量削減計画の策定並びに同法第４条

の５第１項及び第２項の規定による総量規制基準の改定について

瀬戸内海の環境基準達成を目的として、当該水域の化学的酸素要求量（COD）、窒素

及びりんの汚濁負荷量を削減するため、昭和54年以降７次にわたり、瀬戸内海環境保

全特別措置法（昭和48年法律第110号）第12条の３及び水質汚濁防止法（昭和45年法律

第138号、以下「水濁法」という。）第４条の２の規定により、環境大臣が総量削減基

本方針を定め、これに基づいて京都府では、水濁法第４条の３の規定による総量削減

計画を定めるとともに、水濁法第４条の５の規定による総量規制基準を設定する等に

より施策を実施してきたところです。

この度、第７次総量規制の目標年度（平成26年度）が満了し、これまでの施策によ

って汚濁負荷の削減が図られてきたものの、今後も着実に水環境を改善するための取

組が必要であるため、平成28年９月30日付けで環境大臣が、平成31年度を目標年度と

する第８次総量削減基本方針を定めました。

このため京都府においても、同方針に基づき第８次総量削減計画を策定することが

必要となったところです。

また、総量削減計画の達成方策の一つとして大規模事業場に適用する総量規制基準

については、環境大臣が定める「総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分

ごとの範囲の告示」が改正されたことから、同告示に基づき改定する必要があります。

同計画の策定及び同基準の改定に当たり、水濁法第21条第１項の規定により、貴審議

会の意見を求めるものであります。
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水質総量規制制度の概要

１ 水質総量規制制度について

水質総量規制は、水質汚濁防止法及び瀬戸内海環境保全特別措置法に基づき、人口

及び産業が集中し、汚濁が著しい広域的な閉鎖性海域の水質改善を図るため、工場・

事業場のみならず、生活排水等も含めたすべての汚濁発生源について、総合的・計画

的に対策を進める制度である。

本制度は、昭和54年以来７次にわたり、化学的酸素要求量（当初からの指定項目）、

窒素及びりん（第５次からの指定項目）を対象に実施されており、対象水域は東京湾、

伊勢湾及び瀬戸内海とされ、また、これら水域への流入域である20都府県の関係地域

が対象地域となっている。

水質汚濁防止法第４条の２に基づく「総量削減基本方針」は、水質総量規制制度の

根幹を成すものであり、汚濁源を生活系、産業系及びその他系（土地、畜産、農業）

に分けた上で、汚濁負荷の総量の削減目標量及び方途、目標年度等を定めるものであ

る。

２ これまでの経緯

現行の第７次水質総量規制における総量削減基本方針は、それまでの実績を踏まえ

平成23年６月に策定され、平成26年度を目標年度として、CODのみならず、窒素及びり

んとを併せた総合的な削減対策を実施してきた。

第７次総量規制の目標年度が平成26年度であったことから、平成26年12月から中央

環境審議会水質部会総量削減専門委員会において第８次総量規制のあり方について審

議が行われ、平成27年12月に開催された中央環境審議会水環境部会において報告し、

同日に中央環境審議会から答申がなされた。
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３ 水質総量規制制度の体系

対象水域：東京湾、伊勢湾、瀬戸内海

対象項目：化学的酸素要求量（COD）、窒素、りん

【総量削減基本方針】

・ 対象水域ごとに環境大臣が策定

・ 目標年度、削減目標量、削減に関する基本的事項を規定

【総量削減計画】

・ 総量削減基本方針に基づき、都府県ごとに知事が策定

・ 発生源別（生活系、産業系、その他系）の削減目標量、

削減のための方途等を規定

【事業の実施】 【総量規制基準による規制】 【削減指導等】

・ 下水道の整備 ・ 排水量が50立方㍍/日以上 ・ 小規模未規制事業場

・ 浄化槽の整備 の工場・事業場が対象 ・ 畜産、農業

・ 処理の高度化 等 ・ 排水濃度×排水量の規制 ・ 一般家庭 等

：今回策定、設定する内容
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活
排
⽔
処
理
の
⾼
＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
に
関
し

排
⽔
処
理
施
設
の
整
備
及
び
⾼
度
処
理
化
、

度
処
理
化
及
び
適
正
な
施
設
維
持
管
理
等
の

度
化
及
び
適
正
な

処
理
施
設
の
て
は
府
内
で
整
備
計
画
が
な
い
た
め

適
正
な
施
設
維
持
管
理
等
の
対
策
を
計
画
的

対
策
を
計
画
的
に

維
持
管
理
の
徹
底
等
の
⽣
活
排
⽔
対
策
を

⼀
層
記
載
し
て
い
な
い
経
緯
あ
り

に
推
進
す
る
こ
と
。

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
を
図
る
も

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
を
図
る
も

加
え
て
、
合
流
式
下
⽔
道
の
改
善
の
取
組

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

を
推
進
す
る
こ
と
。

ア
下
⽔
道
の
整
備
等

ア
下
⽔
道
の
整
備
等

汚
濁
負
荷
量
の
削
減
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
有

汚
濁
負
荷
量
の
削
減

の
重
要
な
役
割
を
有
・
⽂
⾔
修
正

し
て
い

る
下
⽔
道
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
重

す
る
下
⽔
道
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
重

点
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
表
４
に
掲
げ
る
処
理

点
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
表
４
に
掲
げ
る
処
理

⼈
⼝
を
⽬
標
に
整
備
を
推
進
す
る
。
こ
の
⽬
標
を
達
成

⼈
⼝
を
⽬
標
に
整
備
を
推
進
す
る
。
こ
の
⽬
標
を
達
成

8



-
3
-

【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

す
る
た
め
、
処
理
区
域
の
拡
⼤
、
処
理
場
の
新
設
、
増

す
る
た
め
、
処
理
区
域
の
拡
⼤
、
処
理
場
の
新
設
、
増

設
等
に
よ
り
処
理
能
⼒
の
増
強
を
積
極
的
に
推
進
し
、

設
等
に
よ
り
処
理
能
⼒
の
増
強
を
積
極
的
に
推
進
し
、

普
及
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
⽔
洗
化
の
促
進
等

普
及
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
⽔
洗
化
の
促
進
等

を
図
る
も
の
と
す
る
。

を
図
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
窒
素
⼜
は
り
ん
の
除
去
性
能
の
向
上
を
含
め

ま
た
、
窒
素
⼜
は
り
ん
の
除
去
性
能
の
向
上
を
含
め

た
⾼
度
処
理
に
つ
い
て
も
、
京
都
市

⿃
⽻

た
⾼
度
処
理
に
つ
い
て
も
、
京
都
市
上
下
⽔
道
局
⿃
⽻
・「

瀬
⼾
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関

⽔
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
ほ
か
６
箇
所
で
実
施
し
て
お
り
、

⽔
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
ほ
か
８
箇
所
で
実
施
中
で
あ
り
、
す
る
京
都
府
計
画
」
に
あ
わ
せ
て
時

宇
治
市
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
１
箇
所
に
お
い
て

今
後
も
点
修
正
及
び
⽂
⾔
修
正

も
整
備
の
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

積
極
的
な
導
⼊
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
参
考
）

＊
⾼
度
処
理
実
施
７
箇
所

京
都
市
内
：
⽔
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

（
⿃
⽻
、
伏
⾒
、
⽯
⽥
）

京
都
市
以
外
：
南
丹
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

洛
⻄
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
洛
南
浄
化
セ

ン
タ
ー
、
⽊
津
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ

ー ＊
宇
治
市
、
⻲
岡
市
で
⾼
度
処
理
の

導
⼊
を
図
っ
て
い
る

・「
瀬
⼾
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関

す
る
京
都
府
計
画
」
に
あ
わ
せ
て
⽂

⾔
修
正

さ
ら
に
、
合
流
式
下
⽔
道
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
京

さ
ら
に
、
合
流
式
下
⽔
道

に
つ
い
て
は
、

・
京
都
府
⽔
洗
化
計
画
20
15
の
平

都
市
に
お
い
て
「
京
都
市
合
流
式
下
⽔
道
緊
急
改
善
計

成
32
年
度
⽬
標
値
よ
り
推
計

画
」
に
基
づ
き
引
き
続
き
計
画
的
に

越
流
⽔
の
現
状
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
改
善
（
参
考
）

推
進
す
る
。

を
推
進
す
る
。

＊
【
第
７
次
】
府
内
に
お
い
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
計
画
が

な
い
た
め
、
⽂
⾔
削
除
し
た
経
緯
あ

り
表
4

表
4

年
度

⾏
政
⼈
⼝
（
千
⼈
）

処
理
⼈
⼝
（
千
⼈
）

年
度

⾏
政
⼈
⼝
（
千
⼈
）

処
理
⼈
⼝
（
千
⼈
）

31
2,
18
3

2,
07
9

26
2,
22
3

2,
05
6

【
1,
33
6】

【
1,
13
6】
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-
4
-

【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

イ
そ
の
他
の
⽣
活
排
⽔
処
理
施
設
の
整
備

イ
そ
の
他
の
⽣
活
排
⽔
処
理
施
設
の
整
備

浄
化
槽
、
農
業
集
落
排
⽔
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す

浄
化
槽
、
農
業
集
落
排
⽔
施
設
等
の
整
備
を
促
進
す

る
。
平
成
３
１
年
度
の
想
定
処
理
⼈
⼝
は
表
５
の
と
お

る
。

・
⽂
⾔
の
追
記

り
。 な
お
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和

な
お
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和

２
５
年
法
律
第
２
０
１
号
）、

浄
化
槽
法
（
昭
和
５
８

２
５
年
法
律
第
２
０
１
号
）、

浄
化
槽
法
（
昭
和
５
８

年
法
律
第
４
３
号
）、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
法
、「
京
都
府
浄

年
法
律
第
４
３
号
）、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
法
、「
京
都
府
浄

化
槽
の
設
置
等
に
関
す
る
要
綱
」（
平
成
７
年
策
定
）、

化
槽
の
設
置
等
に
関
す
る
要
綱
」（
平
成
７
年
策
定
）、

「
京
都
市
浄
化
槽
取
扱
指
導
要
綱
」（

昭
和
６
０
年
策

「
京
都
市
浄
化
槽
取
扱
指
導
要
綱
」（

昭
和
６
０
年
策

定
）
等
に
基
づ
き
、
設
置
並
び
に
清
掃
、
保
守
点
検
及

定
）
等
に
基
づ
き
、
設
置
並
び
に
清
掃
、
保
守
点
検
及

び
法
定
検
査
が
適
正
に
⾏
わ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。

び
法
定
検
査
が
適
正
に
⾏
わ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。

表
５

表
５

年
度

処
理
形
態

処
理
⼈
⼝
（
千
⼈
）

年
度

処
理
形
態

処
理
⼈
⼝
（
千
⼈
）

31
浄化

槽、
農業

集落
排⽔

施設
等

68
26

浄化
槽、

農業
集落

排⽔
施設

等
11
0

・
処
理
形
態
別
⼈
⼝
（
浄
化
槽
、
農

集
落
排
⽔
施
設
等
）
に
つ
い
て
修
正

ウ
し
尿
処
理
施
設
の
整
備

ウ
し
尿
処
理
施
設
の
整
備

平
成
26
年
度
に
お
け
る
し
尿
処
理
施
設
の
能
⼒
は
１

平
成
21
年
度
に
お
け
る
し
尿
処
理
施
設
の
能
⼒
は
１
・
実
績
年
度
の
修
正

⽇
に
つ
き
３
９
９
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。
下
⽔
道
の

⽇
に
つ
き
１
,８
８
５
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。
下
⽔
道
・
施
⾏
状
況
調
査
よ
り
抜
粋
。
⻲
岡

普
及
等
の
状
況
を
考
慮
し
、
必
要
な
処
理
能
⼒
を
維
持

の
普
及
等
の
状
況
を
考
慮
し
、
必
要
な
処
理
能
⼒
を
維
市
１
施
設
（
11
4k
L/
⽇
）、
船
井
衛

す
る
と
と
も
に
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
の
徹
底
及
び

持
す
る
と
と
も
に
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
の
徹
底
及
管
１
施
設
（
94
kL
/⽇

）、
城
南
衛

⾼
度
処
理
の
導
⼊
に
よ
り
排
⽔
⽔
質
の
安
定
及
び
向
上

び
⾼
度
処
理
の
導
⼊
に
よ
り
排
⽔
⽔
質
の
安
定
及
び
向
管
１
施
設
（
11
5k
L/
⽇
）、
相
楽
広

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

域
事
務
組
合
１
施
設
（
76
kL
/⽇
）

の
計
１
市
３
事
務
組
合
（
４
施
設
）

※
希
釈
を
⾏
っ
た
上
で
下
⽔
投
⼊
を

⾏
っ
て
い
る
し
尿
処
理
施
設
は
、
廃

掃
法
上
休
⽌
扱
い
と
な
る
た
め
除
外

(「
瀬
⼾
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す

る
京
都
府
計
画
」
の
記
載
と
同
様
)

(2
)
指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

(2
)
総
量
規
制
基
準
の
設
定

(2
)
総
量
規
制
基
準
の
設
定

で
⾏
わ
れ
て
き
た
汚
濁
負
荷
削
減
対
策
の
実

指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
汚
濁
負
荷
量
の
削

指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
は
、
汚
濁
負
荷
量
の
削

績
、
難
易
度
、
費
⽤
対
効
果
、
除
去
率
の
季

減
の
た
め
に
採
ら
れ
た
取
り
組
み
と
そ
の
難
易
度
、
原
材

減
の
た
め
に
採
ら
れ
た
取
り
組
み
と
そ
の
難
易
度
、
原
材

節
変
動
等
に
配
慮
し
た
適
切
な
総
量
規
制
基

料
の
使
⽤
の
実
態
、
排
⽔
処
理
技
術
⽔
準
の
動
向
、
費
⽤

料
の
使
⽤
の
実
態
、
排
⽔
処
理
技
術
⽔
準
の
動
向
、
費
⽤
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-
5
-

【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

準
を
定
め
、
そ
の
遵
守
を
図
る
こ
と
。

対
効
果
、
除
去
率
の
季
節
変
動
等
を
考
慮
し
、
公
平
性
の

対
効
果
、
除
去
率
の
季
節
変
動
等
を
考
慮
し
、
公
平
性
の

ま
た
、
⼩
規
模
特
定
事
業
場
、
未
規
制
事

確
保
に
努
め
な
が
ら
、
適
切
な
総
量
規
制
基
準
を
定
め
、

確
保
に
努
め
な
が
ら
、
適
切
な
総
量
規
制
基
準
を
定
め
、

業
場
等
に
つ
い
て
、
上
乗
せ
排
⽔
基
準
の
設

そ
の
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
削

そ
の
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
削

定
等
に
よ
る
排
⽔
規
制
、
汚
濁
負
荷
の
削
減

減
を
図
る
も
の
と
す
る
。

減
を
図
る
も
の
と
す
る
。

指
導
等
を
⾏
う
こ
と
。

特
に
、
新
設
⼜
は
増
設
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
既
設
の

特
に
、
新
設
⼜
は
増
設
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
既
設
の

施
設
に
⽐
べ
て
よ
り
⾼
度
な
排
⽔
処
理
技
術
の
導
⼊
が
可

施
設
に
⽐
べ
て
よ
り
⾼
度
な
排
⽔
処
理
技
術
の
導
⼊
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
特
別
の
総
量
規
制
基
準
を
設
定
す
る
こ

能
で
あ
る
た
め
、
特
別
の
総
量
規
制
基
準
を
設
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
抑
制
を
図
る
も
の
と
す
る
。

と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
抑
制
を
図
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
Ｃ
ｃ
等
の
値
に
つ
い
て
は
、「

化
学
的
酸
素
要

ま
た
、
Ｃ
ｃ
等
の
値
に
つ
い
て
は
、「

化
学
的
酸
素
要

求
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の

求
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の

区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
」（

平
成
１
８
年
環
境

区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
」（

平
成
１
８
年
環
境

省
告
⽰
第
１
３
４
号
）、
「
窒
素
含
有
量
に
つ
い
て
の
総
量

省
告
⽰
第
１
３
４
号
）、
「
窒
素
含
有
量
に
つ
い
て
の
総
量

規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご

規
制
基
準
に
係
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご

と
の
範
囲
」（
平
成
18
年
環
境
省
告
⽰
第
１
３
５
号
）
及

と
の
範
囲
」（

平
成
１
８
年
環
境
省
告
⽰
第
１
３
５
号
）

び
「
り
ん
含
有
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る
業

及
び
「
り
ん
含
有
量
に
つ
い
て
の
総
量
規
制
基
準
に
係
る

種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
」（

平
成

業
種
そ
の
他
の
区
分
及
び
そ
の
区
分
ご
と
の
範
囲
」（
平

１
８
年
環
境
省
告
⽰
第
１
３
６
号
）
に
よ
り
定
め
る
こ
と

成
１
８
年
環
境
省
告
⽰
第
１
３
６
号
）
に
よ
り
定
め
る
こ

と
し
、
特
定
の
業
種
に
つ
い
て
は
、
排
⽔
量
の
規
模
別
等

と
と
し
、
特
定
の
業
種
に
つ
い
て
は
、
排
⽔
量
の
規
模
別

に
区
分
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

等
に
区
分
し
て
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

(3
)
そ
の
他
の
汚
濁
発
⽣
源
に
係
る
対
策

(3
)
そ
の
他
の
汚
濁
発
⽣
源
に
係
る
対
策

ア
⽣
活
排
⽔
対
策

ア
⽣
活
排
⽔
対
策

⼀
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
⽣
活
排
⽔
の
汚
濁
負
荷
量

⼀
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
⽣
活
排
⽔
の
汚
濁
負
荷
量

を
削
減
す
る
た
め
、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
法
及
び
京
都
府
環
境

を
削
減
す
る
た
め
、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
法
及
び
京
都
府
環
境

を
守
り
育
て
る
条
例
（
平
成
７
年
京
都
府
条
例
第
３
３
号
）

を
守
り
育
て
る
条
例
（
平
成
７
年
京
都
府
条
例
第
３
３
号
）

に
基
づ
き
、
住
⺠
に
対
し
調
理
く
ず
、
廃
⾷
⽤
油
等
の
処

に
基
づ
き
、
住
⺠
に
対
し
調
理
く
ず
、
廃
⾷
⽤
油
等
の
処

理
、
洗
剤
の
使
⽤
等
を
適
正
に
⾏
う
よ
う
啓
発
を
図
る
も

理
、
洗
剤
の
使
⽤
等
を
適
正
に
⾏
う
よ
う
啓
発
を
図
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

イ
総
量
規
制
基
準
が
適
⽤
さ
れ
な
い
事
業
場
等
に
対
す

イ
総
量
規
制
基
準
が
適
⽤
さ
れ
な
い
事
業
場
等
に
対
す

る
対
策

る
対
策

排
⽔
量
規
模
が
⼀
⽇
に
つ
き
３
０
⽴
⽅
メ
ー
ト
ル
以
上

排
⽔
量
規
模
が
⼀
⽇
に
つ
き
３
０
⽴
⽅
メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ
っ
て
、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
法
に
基
づ
く
排
⽔
基
準
に
関

で
あ
っ
て
、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
法
に
基
づ
く
排
⽔
基
準
に
関

11
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【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

す
る
条
例
（
昭
和
５
０
年
京
都
府
条
例
第
３
３
号
）
⼜
は

す
る
条
例
（
昭
和
５
０
年
京
都
府
条
例
第
３
３
号
）
⼜
は

京
都
府
環
境
を
守
り
育
て
る
条
例
の
排
⽔
規
制
の
対
象
と

京
都
府
環
境
を
守
り
育
て
る
条
例
の
排
⽔
規
制
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
事
業
場
等
に
つ
い
て
、
⽴
⼊
検
査
、
排
出
⽔

な
っ
て
い
る
事
業
場
等
に
つ
い
て
、
⽴
⼊
検
査
、
排
出
⽔

の
調
査
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
汚
濁
負
荷

の
調
査
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
汚
濁
負
荷

量
削
減
の
指
導
等
を
⾏
う
も
の
と
す
る
。

量
削
減
の
指
導
等
を
⾏
う
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
事
業
場
等
に
つ
い
て
は
、
排
出
⽔

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
事
業
場
等
に
つ
い
て
は
、
排
出
⽔

の
特
性
等
の
実
態
把
握
に
努
め
、
適
正
な
排
⽔
処
理
、
そ

の
特
性
等
の
実
態
把
握
に
努
め
、
適
正
な
排
⽔
処
理
、
そ

の
他
汚
濁
負
荷
量
を
削
減
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採

の
他
汚
濁
負
荷
量
を
削
減
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採

る
よ
う
指
導
等
を
⾏
う
も
の
と
す
る
。

る
よ
う
指
導
等
を
⾏
う
も
の
と
す
る
。

(3
)
過
剰
な
化
学
肥
料
の
使
⽤
を
抑
え
る
こ
と

ウ
農
地
に
対
す
る

対
策

ウ
農
地
か
ら
の
負
荷
削
減
対
策

・
⽂
⾔
修
正

等
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
等
に
配
慮
し
た

農
地
に
由
来
す
る
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の
た
め
、
持

農
地
に
由
来
す
る
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の
た
め
、
持

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
、
家
畜
排
せ
つ
物

続
性
の
⾼
い
農
業
⽣
産
⽅
式
の
導
⼊
の
促
進
に
関
す
る

続
性
の
⾼
い
農
業
⽣
産
⽅
式
の
導
⼊
の
促
進
に
関
す
る

の
適
正
管
理
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
⽤
の
推

法
律
（
平
成
１
１
年
法
律
第
１
１
０
号
）
に
基
づ
く
「
京

法
律
（
平
成
１
１
年
法
律
第
１
１
０
号
）
に
基
づ
く
「
京

進
、
養
殖
漁
場
の
環
境
改
善
等
の
施
策
を
推

都
府
に
お
け
る
持
続
性
の
⾼
い
農
業
⽣
産
⽅
式
の
導
⼊

都
府
に
お
け
る
持
続
性
の
⾼
い
農
業
⽣
産
⽅
式
の
導
⼊

進
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
指
針
」（

平
成
１
２
年
策
定
）、
「
京
都
府
に

に
関
す
る
指
針
」（

平
成
１
２
年
策
定
）、
「
京
都
府
に

お
け
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
技
術
指
針
」（

平
成
７

お
け
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
技
術
指
針
」（

平
成
７

年
策
定
、
平
成
１
２
年
⼀
部
追
加
）

年
策
定
、
平
成
１
２
年
⼀
部
追
加
）、
「
市
⺠
の
健
康
及
・「

瀬
⼾
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関

び
⽣
活
環
境
並
び
に
京
都
の
伝
統
を
守
る
都
市
農
業
の
す
る
京
都
府
計
画
」
に
あ
わ
せ
て
⽂

た
め
の
農
作
物
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
」（
平
成
３
年
策
定
）
⾔
修
正

等
の
活
⽤
を
通
じ
て
化
学
肥
料
の
施
⽤
量
の
低
減
等
を

等
の
活
⽤
を
通
じ
て
化
学
肥
料
の
施
⽤
量
の
低
減
等
を

図
る
も
の
と
す
る
。

図
る
も
の
と
す
る
。

エ
畜
産
排
⽔
対
策

エ
畜
産
排
⽔
対
策

畜
産
排
⽔
に
つ
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の

畜
産
排
⽔
に
つ
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の

適
正
化
及
び
利
⽤
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
１

適
正
化
及
び
利
⽤
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
１

年
法
律
第
１
１
２
号
）
に
基
づ
く
「
家
畜
排
せ
つ
物
の

年
法
律
第
１
１
２
号
）
に
基
づ
く
「
家
畜
排
せ
つ
物
の

利
⽤
の
促
進
を
図
る
た
め
の
計
画
」（

平
成
２
１
年
策

利
⽤
の
促
進
を
図
る
た
め
の
計
画
」（

平
成
２
１
年
策

定
）、
「
京
都
府
環
境
保
全
型
畜
産
確
⽴
基
本
⽅
針
」（
平

定
）、
「
京
都
府
環
境
保
全
型
畜
産
確
⽴
基
本
⽅
針
」（
平

成
７
年
策
定
）
等
に
基
づ
き
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の

成
７
年
策
定
）
等
に
基
づ
き
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
の

た
め
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
等
を
推
進
す
る
も

た
め
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
等
を
推
進
す
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

(4
)
⼤
阪
湾
を
除
く
瀬
⼾
内
海
に
お
い
て
は
、

【
本
府
該
当
な
し
】

【
本
府
該
当
な
し
】
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【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

地
域
に
お
け
る
海
域
利
⽤
の
実
情
を
踏
ま

え
、
湾
・
灘
ご
と
、
季
節
ご
と
の
状
況
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
⽔
質
管
理
に
つ
い
て
、
そ
の

影
響
や
実
⾏
可
能
性
を
⼗
分
検
討
し
つ
つ
、
順

応
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

(5
)
情
報
発
信
、
普
及
・
啓
発
等
を
通
じ
て
広
範
(4
)
教
育
、
啓
発
等

(4
)
教
育
、
啓
発
等

な
理
解
と
協
⼒
を
得
る
こ
と
。

こ
の
総
量
削
減
計
画
の
実
⾏
を
期
す
た
め
に
は
、
事

こ
の
総
量
削
減
計
画
の
実
⾏
を
期
す
た
め
に
は
、
事

業
者
及
び
府
⺠
⼀
⼈
ひ
と
り
が
環
境
保
全
に
関
す
る
認

業
者
及
び
府
⺠
⼀
⼈
ひ
と
り
が
環
境
保
全
に
関
す
る
認

識
を
持
ち
、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
の
た
め
に
⾏
動
を
実
践
す

識
を
持
ち
、
⽔
質
汚
濁
防
⽌
の
た
め
に
⾏
動
を
実
践
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
京
都
府
環
境
を

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
京
都
府
環
境
を

守
り
育
て
る
条
例
等
に
基
づ
き
次
の
事
業
等
を
実
践
す

守
り
育
て
る
条
例
等
に
基
づ
き
次
の
事
業
等
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の

る
こ
と
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

事
業
者
に
対
し
て
、
業
界
諸
団
体
を
通
じ
、
⼜
は
各

事
業
者
に
対
し
て
、
業
界
諸
団
体
を
通
じ
、
⼜
は
各

種
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
計
画
の
趣

種
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
計
画
の
趣

旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
を
求
め
、
汚
濁

旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
を
求
め
、
汚
濁

負
荷
量
の
削
減
に
努
め
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
も
の

負
荷
量
の
削
減
に
努
め
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

府
⺠
に
対
し
て
、
環
境
⽉
間
の
事
業
等
を
通

ま
た
、
府
⺠
に
対
し
て
、
環
境
⽉
間
の
事
業
等
を
通
・
⽂
⾔
修
正

じ
、
⽔
質
汚
濁
に
つ
い
て
の
意
識
の
⾼
揚
を
図
る
と
と

じ
、
⽔
質
汚
濁
に
つ
い
て
の
意
識
の
⾼
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
家
庭
で
で
き
る

対
策
の
実
践
、
河
川
等
へ

も
に
、
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
の
実
践
、
河
川
等
へ

の
ご
み
の
不
法
投
棄
防
⽌
等
に
つ
い
て

の
ご
み
の
不
法
投
棄
防
⽌
等

を
励
⾏
す
る
よ

、
関
係
府
県
、
関
係
諸
団
体
等
の
協
⼒
を
得
て
、
広

う
、
関
係
府
県
、
関
係
諸
団
体
等
の
協
⼒
を
得
て
、
広

報
活
動
を
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。

報
活
動
を
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。

４
．
そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
及
び
⽔

(5
)
そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
及
び
⽔
環
境
の

(5
)
そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減

・
在
り
⽅
答
申
、
基
本
⽅
針
の
記
載

環
境
の
改
善
に
関
し
必
要
な
事
項

改
善
に
関
し
て
必
要
な
事
項

に
関
し
て
必
要
な
事
項

に
基
づ
き
修
正

(1
)
⼲
潟
・
藻
場
の
分
布
状
況
把
握
な
ど
の
基

【
本
府
該
当
な
し
】

【
本
府
該
当
な
し
】

礎
情
報
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
残
さ
れ
た
⼲

潟
・
藻
場
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
失
わ
れ

た
⼲
潟
・
藻
場
の
再
⽣
・
創
出
の
推
進
を
図

13
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【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

る
こ
と
。

(2
)
⽔
質
改
善
に
資
す
る
取
組
と
し
て
、
⾃
然

【
本
府
該
当
な
し
】

【
本
府
該
当
な
し
】

に
あ
る
栄
養
塩
類
や
餌
を
利
⽤
し
て
⾏
う
藻

類
養
殖
、
⾙
類
養
殖
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
⽔
⽣
⽣
物
の
安
定
的
な
漁
獲
を
⼀
層
推

進
す
る
こ
と
。

(7
)
そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
及
び

ア
監
視
体
制
の
整
備

イ
監
視
体
制
の
整
備

・
項
⽬
番
号
の
変
更

⽔
環
境
の
改
善
に
関
し
必
要
な
諸
施
策
を
講

公
共
⽤
⽔
域
の
⽔
質
汚
濁
の
状
況
及
び
汚
濁
負
荷
量

公
共
⽤
⽔
域
の
⽔
質
汚
濁
の
状
況
及
び
汚
濁
負
荷
量

ず
る
こ
と
。

の
削
減
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
有
効
か
つ
適
切
な
対

の
削
減
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
有
効
か
つ
適
切
な
対

策
を
講
じ
る
た
め
、
公
共
⽤
⽔
域
の
⽔
質
を
監
視
す
る

策
を
講
じ
る
た
め
、
公
共
⽤
⽔
域
の
⽔
質
を
監
視
す
る

ほ
か
、
効
果
的
な
汚
濁
負
荷
量
の
監
視
体
制
の
整
備
を

ほ
か
、
効
果
的
な
汚
濁
負
荷
量
の
監
視
体
制
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
⼯
場
及
び
事
業
場
に
つ
い
て
汚
濁
負

図
る
と
と
も
に
、
⼯
場
及
び
事
業
場
に
つ
い
て
汚
濁
負

荷
量
の
測
定
施
設
等
の
整
備
、
測
定
体
制
の
確
⽴
等
を

荷
量
の
測
定
施
設
等
の
整
備
、
測
定
体
制
の
確
⽴
等
を

指
導
す
る
。

指
導
す
る
。

(4
)
貧
酸
素
⽔
塊
が
発
⽣
す
る
原
因
の
⼀
つ
と

【
本
府
該
当
な
し
】

【
本
府
該
当
な
し
】

な
っ
て
い
る
窪
地
に
つ
い
て
、
周
辺
海
域
の

⽔
環
境
の
現
状
や
改
善
効
果
を
把
握
・
影
響

評
価
し
つ
つ
埋
戻
し
等
の
対
策
に
努
め
る
こ

と
。

(5
)
新
た
な
護
岸
等
の
整
備
や
既
存
の
護
岸
等

【
本
府
該
当
な
し
】

【
本
府
該
当
な
し
】

の
補
修
・
更
新
時
に
は
、
⽣
物
共
⽣
型
護
岸

等
の
環
境
配
慮
型
構
造
物
の
採
⽤
に
努
め
る

こ
と
。

(3
)
底
質
か
ら
の
窒
素
及
び
り
ん
の
溶
出
を
抑

イ
底
質
環
境
の
改
善
等

ア
底
質
汚
泥
の
除
去
等

・
項
⽬
番
号
の
変
更

制
す
る
た
め
、
浚
渫
、
覆
砂
等
の
底
質
改
善

有
機
物
等
の
た
い
積
す
る
河
床
底
質
に
つ
い
て
は
、

有
機
物
等
の
た
い
積
す
る
河
床
底
質
に
つ
い
て
は
、
・
在
り
⽅
答
申
、
基
本
⽅
針
の
記
載

対
策
に
つ
い
て
、
周
辺
海
域
の
⽔
環
境
の
改

底
質
汚
泥
に
よ
る
⽔
質
の
悪
化
を
防
⽌
す
る
た
め
、
必

底
質
汚
泥
に
よ
る
⽔
質
の
悪
化
を
防
⽌
す
る
た
め
、
必
に
基
づ
き
修
正

善
効
果
を
把
握
・
影
響
評
価
し
つ
つ
推
進
を

要
に
応
じ
⽔
環
境
の
改
善
効
果
を
把
握
⼜
は
影
響
評
価

要
に
応
じ

図
る
こ
と
。

し
つ
つ
底
質
改
善
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

除
去
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
河
川
直
接
浄
化
施
設
の
整
備
、
河
川
の
流
量

ま
た
、
河
川
直
接
浄
化
施
設
の
整
備
、
河
川
の
流
量
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-
9
-

【
参
考
】
総
量
削
減
基
本
⽅
針
（
該
当
部
分
）

第
８
次
総
量
削
減
計
画
（
案
）

第
７
次
総
量
削
減
計
画

備
考

確
保
等
の
河
川
環
境
の
改
善
事
業
に
つ
い
て
も
、
必
要

確
保
等
の
河
川
環
境
の
改
善
事
業
に
つ
い
て
も
、
必
要

に
応
じ
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

に
応
じ
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

(7
)
そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
及
び

ウ
調
査
研
究
の
推
進

ウ
調
査
研
究
の
推
進

⽔
環
境
の
改
善
に
関
し
必
要
な
諸
施
策
を
講

本
計
画
の
⽬
標
を
達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
調
査
研

本
計
画
の
⽬
標
を
達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
調
査
研

ず
る
こ
と
。

究
の
拡
充
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

究
の
拡
充
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

エ
中
⼩
企
業
へ
の
助
成
措
置
等

エ
中
⼩
企
業

の
助
成
措
置
等

・
⽂
⾔
修
正

中
⼩
企
業
に
つ
い
て
は
、
公
害
防
⽌
対
策
を
講
じ
て

中
⼩
企
業
に
つ
い
て
は
、
公
害
防
⽌
対
策
を
講
じ
て

い
く
上
で
多
く
の
困
難
を
伴
う
が
、
本
計
画
の
実
効
性

い
く
上
で
多
く
の
困
難
を
伴
う
が
、
本
計
画
の
実
効
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
公
害
防
⽌
体
制
の
確
⽴
、
公

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
公
害
防
⽌
体
制
の
確
⽴
、
公

害
防
⽌
施
設
の
整
備
と
い
っ
た
対
策
を
中
⼩
企
業
が
実

害
防
⽌
施
設
の
整
備
と
い
っ
た
対
策
を
中
⼩
企
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
技
術
指
導
を
は
じ
め
と
し
た
⽀
援
の

施
で
き
る
よ
う
、
技
術
指
導
を
は
じ
め
と
し
た
⽀
援
の

充
実
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

充
実
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

(6
)
こ
の
よ
う
な
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て

オ
広
域
的
な
連
携
の
強
化
等

・
在
り
⽅
答
申
、
基
本
⽅
針
及
び
「
瀬

は
、
⾏
政
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
漁
業
者
、
⺠
間

環
境
保
全
の
た
め
の
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

⼾
内
海
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
京

企
業
等
の
地
域
の
多
様
な
主
体
が
有
機
的
に

⾏
政
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及
び
⺠
間
企
業
等
の
地
域
の
多
様

都
府
計
画
」
の
記
載
に
基
づ
き
追
加

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

な
主
体
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
有
機
的
に
連
携
し
て

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
そ
の
た
め
の
仕
組

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
仕
組
み
づ
く

み
づ
く
り
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

り
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
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総量規制基準の改定箇所

■ 化学的酸素要求量に係る総量規制基準

平成19年６月25日京都府告示（平成24年２月一部改正。以下「京都府告示」）第363号

で示す基準のうち、次の業種その他の区分のＣ値について改定

整理
業種その他の区分

時期 現行Ｃ値 → 改定Ｃ値

番号 区分 （単位：mg/㍑）

205
電子部品・デバイス・電子回路製造業、

電気機械器具製造業又は情報通信機械 Ｃco ３０ → ２０

器具製造業

220 病院 Ｃco ６０ → ４０

し尿処理浄化槽のうち、単独式であっ

221 て、建築基準法施行令で定める算定で5 Ｃcj ４５ → ４０

01人以上5,000人槽以下のもの

※ 窒素含有量及びりん含有量に係る総量規制基準については現行値から変更なし
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■ 審議の経過

平成２８年１０月 ５日 京都府知事から府環境審議会に諮問

１０月１１日 府環境審議会が同環境管理部会に付議

１０月２５日 同環境管理部会において審議

１２月１４日から

平成２９年１月１０日
パブリックコメント募集

平成２９年 １月２４日 同環境管理部会における審議

府環境審議会答申

■ 今後の予定

平成２９年 ３月 総量削減計画の環境大臣への協議

６月 総量削減計画公告及び総量規制基準告示

９月 新設事業場への新基準適用

平成３１年 ４月 既設事業場への新基準適用

19
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総量規制基準に係るＣ値の設定及び規制の仕組み

■ Ｃ値の改定の方法
① 化学的酸素要求量

これまで７次にわたる総量規制により相当の汚濁負荷を削減してきたことや、京都府に設
定された平成31年度の目標値は、これまで行ってきた施策を確実に進捗させることにより十
分達成可能であることに鑑み、以下の考え方でＣ値を見直す。

ア 現行Ｃ値が、改正後の環境省告示の範囲を超過しているとき
→ 改正後の環境省告示の上限値までＣ値を引き下げる。

イ 現行Ｃ値が、改正後の環境省告示の範囲内にあるとき
→ 現行Ｃ値と同値とする。

② 窒素含有量及びりん含有量
環境省告示のＣ値の範囲（大阪湾）に変更がなかったため、現行Ｃ値と同値とする。

■ 業種その他の区分について（ある畜産農業事業場の場合）

110mg/l(ＣC0) 70mg/l(ＣCｉ) 60mg/l(ＣCj)

豚房a設置 豚房b設置 豚房c設置
昭和55年 平成３年

＜総量規制基準の計算方法＞

畜産農業の事業場

豚房a（昭和54年設置） 公共用水域
排水量：20立方㍍/日

豚房b（昭和60年設置）
排水量：20立方㍍/日

豚房c（平成10年設置）
排水量：20立方㍍/日

豚房a：110mg/l(ＣC0)×20立方㍍/日(豚房aからの日排水量)÷1,000＝2.2kg
豚房b： 70mg/l(ＣCi)×20立方㍍/日(豚房bからの日排水量)÷1,000＝1.4kg

＋ 豚房c： 60mg/l(ＣCj)×20立方㍍/日(豚房cからの日排水量)÷1,000＝1.2kg

この畜産農業事業場の総量規制基準 4.8kg/日

イ 府の現行C値が改正後の範囲内
の場合は現行と同値

改正前の範囲

改正後の範囲

府の基準値
(現行と同値)

ア 府の現行C値が改正後の範囲外
の場合は上限まで引き下げ

改正前の範囲

改正後の範囲

府の基準値
(改正後の範囲上限まで引き下げ)
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水質汚濁防止法に基づく第8次総量削減計画及び総量規制基準の

策定等（中間案）について

□ 制度の概要□ 制度の概要
水質総量規制制度は、濃度規制のみによっては環境基準の確保が困難な、人口及び産業が集中し、

汚濁が著しい広域的な閉鎖性海域の水質改善を図るため、工場・事業場のみならず、生活排水等も

含めたすべての汚濁発生源について、総合的・計画的に対策を進める制度です。

環境大臣は、汚濁負荷の総量の削減目標量及び方途、目標年度等を定めた総量削減基本方針を策

定し、都道府県知事はこの削減目標量を達成するための総量削減計画を策定し、指定地域内の一定

規模以上の特定事業場に適用する総量規制基準を設定の上、各種施策を展開することにより、当該

水域の水質改善を図る仕組みとなっています。【図１】。

図１ 水質総量規制制度の体系

□ これまでの取り組み□ これまでの取り組み
水質総量規制制度は、昭和54年以来７次にわたり、化学的酸素要求量（COD、当初からの指定

項目）、窒素含有量及びりん含有量（第５次からの指定項目）を対象に取り組みが実施されています。

京都府は当初から瀬戸内海、中でも大阪湾の関係府県に位置づけされ、府域における取り組みを

着実に実施し、期間ごとに設定される汚濁負荷量の削減目標を達成してきたところです【図２】。

図２ 京都府域からの汚濁負荷量の推移
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濁
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荷

量
（
ト
ン
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0
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1
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1.81.9

1.21.21.2

1.9

1.2 1.2
1.1

汚
濁

負
荷

量
（
ト
ン
/日

）

年度

りん含有量

実績 目標

前回（第７次）：目標18 → 実績14 （㌧/日） 前回（第７次）：目標15 → 実績14 （㌧/日） 前回（第７次）：目標1.2 → 実績1.2 （㌧/日）

指定⽔域：東京湾、伊勢湾、瀬⼾内海
指定項⽬：化学的酸素要求量（COD）、窒素含有量、りん含有量

【総量削減基本⽅針】
・指定⽔域ごとに環境⼤⾂が策定
・削減⽬標、⽬標年度、削減に関する基本的事項

【総量削減計画】
・総量削減基本⽅針に基づき、都府県ごとに知事が策定
・発⽣源別（⽣活系、産業系、その他系）の削減⽬標量
・削減⽬標量の達成の⽅途
・その他汚濁負荷量の総量の削減に関し必要な事項（注）

【事業の実施】
・下⽔道の整備
・し尿処理施設
の整備 等

【総量規制基準による規制】
・排⽔量が50㎥/⽇以上の
⼯場・事業場が対象

・排⽔濃度×排⽔量の規制

【事業の実施】
・⼩規模事業場
・畜産、農業
・⼀般家庭 等

（注）⼲潟・藻場の保全・再⽣、底質改善対策等
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□ 指定水域（大阪湾）の現状□ 指定水域（大阪湾）の現状
これまでの取り組みにより汚濁負荷量を削減してきた一方で、大阪湾における環境基準の達成率

は、窒素及びりんでは改善が見られるものの、CODについては依然低く、近年横ばいで推移してい

ます【図３】。これは底質からの栄養塩の溶出や、海水交換の減少、海域における浄化機能の低下な

ど複合的な要因によると考えられています。

□ COD □ 窒素及びりん

図３ 大阪湾における環境基準達成率の推移（過去10年間抜粋）

※出典：第８次水質総量削減の在り方について（答申）

平成27年12月に中央環境審議会は、平成31年度を目標年度とし、今後も水環境改善のため、陸

域からの汚濁負荷削減による着実な取り組みが必要とする、「第８次水質総量削減の在り方について」

を答申としてとりまとめ、これを受け環境大臣は、平成28年９月に「化学的酸素要求量、窒素含有

量及びりん含有量に係る総量削減基本方針」（以下「第８次総量削減基本方針」）を策定しました。

〈第８次総量削減基本方針の概要〉

○ 目標年度：平成31年度
○ 削減の方途

・ 生活排水処理施設等の整備及び処理の高度化の推進
・ 合流式下水道の改善
・ 総量規制基準の遵守による指定地域内事業場負荷量の削減
・ 小規模事業場等に対する上乗せ排水基準設定等による排水規制や汚濁負荷の削減指導
・ 環境保全型農業の一層の推進
・ 家畜排せつ物の適正管理等の推進

○ 目標量（１日当たりの排出量、平成31年度目標） （単位：トン/日）

COD 窒素含有量 りん含有量

瀬戸内海 404（472） 402（440） 25.2（27.4）

うち大阪湾 85 （116） 87 （103） 5.６ （6.6）

うち京都府 13 （18） 14 （15） 1.1 （1.2）

※（ ）内は、第７次方針目標値（平成26年度）
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□ 京都府の考え方□ 京都府の考え方
京都府に設定された平成31年度の目標値について検討したところ、これまで行ってきた施策を確

実に進捗させることにより、到達することは十分に可能であると見込んでいます。

これを踏まえ、京都府は、環境大臣が定めた第８次総量削減基本方針及び業種区分ごとのCOD等

の値（Ｃ値）の範囲の告示（以下「環境省告示」）に沿い総量削減計画及び総量規制基準を見直すこ

ととしました。

新たに策定する同計画等に基づき、引き続き府域から発生する汚濁負荷量の削減に取り組み、設

定された目標を達成し、大阪湾の水質改善に資することを目指します。

▷ 第８次総量削減計画について
知事は、環境大臣が定める総量削減基本方針を受け、総量削減計画において発生源別の削減目標

量及び生活排水処理施設の整備や総量規制基準の設定といった削減の方途を定めることとされてい

ます。

京都府から大阪湾に流入する汚濁負荷量は、これまで７次にわたる総量規制の結果、大幅に削減

されていることから、この度の第８次総量削減計画では、基本的に現行計画の内容をもとに必要な

見直しを行うこととし、別添のとおり中間案をとりまとめました。

〈第８次総量削減計画の概要〉
１ 生活排水処理施設の整備等

(1) 下水道の整備等
(2) その他の生活排水処理施設の整備
(3) し尿処理施設の整備

２ 総量規制基準の設定
３ その他の汚濁発生源に係る対策

(1) 生活排水対策
(2) 総量規制基準が適用されない事業場等に対する対策
(3) 農地に対する対策
(4) 畜産排水対策

４ 教育、啓発等
５ その他汚濁負荷量の総量の削減及び水環境の改善に関して必要な事項

(1) 監視体制の整備
(2) 底質環境の改善等
(3) 調査研究の推進
(4) 中小企業への助成措置等
(5) 広域的な連携の強化等

▷ 第８次総量規制基準について
(1) 総量規制基準の基本的な考え方

総量規制基準値は、事業場ごとに次の式により算出されます。

Ｌ ＝ Ｃ × Ｑ ÷ 1,000

Ｌ：総量規制基準値（＝許容排出量）（kg/日）

Ｃ：業種その他の区分ごとのCOD等の値（mg/L）

※日平均排水量50立方メートル以上の事業場が対象

Ｑ：特定排出水の量（立方メートル/日）

Ｃ値は環境省告示の範囲で知事が設定することとなっており、京都府では府域の現状に照ら

してＣ値を見直してきました。

なお、Ｃ値及びQ値は指定項目ごとに次の時期区分により規定されています。施設を新・増

設等する工場・事業場は、既設の工場・事業場に比べ、より高度な排水処理技術の計画的導入

が可能であるため、より厳しい総量規制基準を設定します。

また、業種その他の区分は、環境省告示の別表に掲げる業種その他の区分に沿うこととし、

さらに必要に応じて排水量の規模等を考慮した区分を設定します。
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指定項目
COD

窒 素 り ん

時期 含有量 含有量

S55.6.30以前から設置 Ｑｃo、Ｃｃo

S55.7.1～H3.6.30に新・増設等 Ｑｃi、Ｃｃi Ｑno、Ｃno Ｑpo、Ｃpo

H3.7.1～H14.9.30に新・増設等
Ｑｃj、Ｃｃj

H14.10.1以降に新・増設等 Ｑni、Ｃni Ｑpi、Ｃpi

(2) 第８次総量規制基準について

この度、環境省告示の範囲が一部改正されたことに伴い、平成19年６月に京都府が告示した

総量規制基準（平成24年２月一部改正）について、次の考え方に基づき必要な見直しを行うこ

ととします。

① COD
これまで７次にわたる総量規制により相当の汚濁負荷を削減してきたことや、京都府に

設定された平成31年度の目標値は、これまで行ってきた施策を確実に進捗させることによ
り十分達成可能であることに鑑み、以下の考え方でＣ値を見直す。

ア 現行Ｃ値が、改正後の環境省告示の範囲を超過しているとき
→ 改正後の環境省告示の上限値までＣ値を引き下げる。

イ 現行Ｃ値が、改正後の環境省告示の範囲内にあるとき
→ 現行Ｃ値と同値とする。

② 窒素含有量及びりん含有量
環境省告示のC値の範囲（大阪湾）に変更がなかったため、現行C値と同値とする。

①及び②の考え方に基づき総量規制基準を見直した結果、CODに係る総量規制基準で示す別

表のうち、次の業種その他の区分のＣ値について改定することとしました。

整理
業種その他の区分

時 期 現行Ｃ値 → 改定Ｃ値

番号 区 分 （単位：mg/㍑）

205
電子部品・デバイス・電子回路製造業、電気

Ｃco ３０ → ２０
機械器具製造業又は情報通信機械器具製造業

220 病院 Ｃco ６０ → ４０

し尿処理浄化槽のうち、単独式であって、建

221 築基準法施行令で定める算定で501人以上5, Ｃcj ４５ → ４０

000人槽以下のもの

〈第８次総量規制基準におけるＣ値の見直しの概要〉

・ COD
Ｃ値を強化する業種その他の区分 ３区分
（うち、府内事業場に対象事業場が存在する区分 １区分（「病院」区分））

・ 窒素含有量及びりん含有量
Ｃ値を強化する業種その他の区分 なし
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〈参考〉これまでの審議状況、及び今後の予定等

平成28年

10月５日 府環境審議会に諮問

10月11日 府環境審議会が同環境管理部会に付議

10月25日 同環境管理部会において審議

12月 パブリック・コメント募集

平成29年

１月 同環境管理部会における審議

府環境審議会から答申

２月～ 環境大臣と総量削減計画に係る協議

６月 総量削減計画の公告、総量規制基準の告示

告示後 新設事業場に新たな総量規制基準適用

平成31年

４月 既設事業場に新たな総量規制基準適用
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